
敦賀市教育委員会では、平成２８年４月より全市的に「小中一貫教育」を進め、小・中学校の先生方が「つながり」を
意識し、学びの「つまずき」をなくすための授業づくりに取り組んできました。家庭・地域の皆様のご協力もいただき、本
市の子どもたちは着実に力をつけてきています。今年度の調査結果についてお知らせします。

教科に関する調査の結果

小学６年生は、２教科とも平均正答率で全国平
均を上回りました。中学３年生は、全国平均とほ
ぼ同じ結果となりました。

【全国学力・学習状況調査について】

児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図ること、
学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てることを目的として、小学
6年生・中学3年生を対象に実施されています。

本調査の結果は、学校における教育活動の一側面ではありますが、この結果を今後の授業改善に
生かしていきたいと思います。

・令和6年4月18日実施
・小学6年生 国語・算数
・中学3年生 国語・数学

調査問題はこちら

知

小学校 中学校

国語 算数 国語 数学

敦賀市 69 69 58 52

全国 67.7 63.4 58.1 52.5
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言葉の特徴や使い方

に関する事項

情報の扱い方に

関する事項

我が国の言語文化に

関する事項

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

敦賀市 全国

言葉の特徴や使い方

に関する事項

情報の扱い方に

関する事項

我が国の言語文化に

関する事項

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

敦賀市 全国

・小学校は、ほぼすべての面で全国平均を上回っています。特に、小学校では、知識及び技能の「情報の扱い
方に関する事項」について、中学校では、知識及び技能の「我が国の言語文化に関する事項」について敦賀
市の子どもたちが力をつけていることが分かります。
・小中学校ともに、「思考力、判断力、表現力等」に関して、全国平均をわずかに下回りました。

小
学
校

中
学
校

国語科

【小学校国語】
○情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うこと 【２一(２)】
○人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすること 【３三】 （次頁参照）
●学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うこと 【２三（ア）】 （次頁参照）

【中学校国語】
○行書の特徴を理解していること 【４三】 （次頁参照）
○具体と抽象など情報と情報との関係について理解していること 【２二】
●文章と図とを結び付け、その関係を踏まえて内容を解釈すること 【２一】 （次頁参照）

学習指導要領の内容 敦賀市 全国

知識及び
技能

言葉の特徴や
使い方に関する事項 49.7 50

情報の扱い方に
関する事項 49.2 50

我が国の言語文化に
関する事項 53.8 50

思考力、
判断力、
表現力等

話すこと・聞くこと 49.4 50

書くこと 48.5 50

読むこと 48.9 50

※全国の領域別平均正答率（％）を５０として敦賀市の値を算出

学習指導要領の内容 敦賀市 全国

知識及び
技能

言葉の特徴や
使い方に関する事項 51.1 50

情報の扱い方に
関する事項 52.9 50

我が国の言語文化に
関する事項 52.4 50

思考力、
判断力、
表現力等

話すこと・聞くこと 51.7 50

書くこと 49.9 50

読むこと 50.2 50
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○行書の特徴を理解していること 【４三】

小中学校ともに、記述式問題における平均正答率の割合は、小学校で全国比＋２．６％、中学校で同比＋０．４％でし
た。学校生活のあらゆる場面において、「書く」ことを大切にしてきた成果が表れていると考えられます。
一方、課題である「思考力・判断力・表現力」をつけていくために、「根拠となる表現を押さえながら、文章の内容について
正しく読み取ること」「文章の内容について自らの考えを整理し、筋道を立てて話すこと」「自分の考えを整理し、目的に合っ
た文章を明確に書くこと」などに取り組む授業を継続していきます。

●文章と図とを結び付け、その関係を踏まえて内容を
解釈すること 【２一】

●学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中
で正しく使うこと 【２三（ア）】
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【正答例】
オニグモじいさんが、ハエの女の子に、自分が食べているのは
朝日のひかりだと話したところが心に残りました。その理由は、
すなおな女の子をおどろかせず、安全に帰ろうとするやさしさが
表れていると思ったからです。（１００字）

○人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすること
【３三】
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【解答のポイント】
★漢字の音訓や部首の意味
を考える

★文や文章の中で果たす漢
字の意味を捉える
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データの活用

敦賀市 全国

・小学校では、すべての領域で全国平均を上回っています。特に、「数と計算」、「図形」の領域において、全国を大
きく上回る結果となっています。
・中学校では、「数と式」の領域において、全国平均を上回る結果となっています。「図形」と「データの活用」「関数」
において、全国平均をわずかに下回りました。
・小中学校ともに、記述式問題における正答率が全国平均を上回っています。算数・数学の言葉を使って、「表現す
る」ことを大切にしてきた成果が表れていると考えられます。

小
学
校

中
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算数・数学科

【小学校算数】
○数量の関係を、□を用いた式に表すこと 【１(２)】
○円グラフの特徴を理解し、割合を読み取ること 【５(１)】 （次頁参照）
●道のりが等しい場合の速さについて、時間を基に判断し、その理由を言葉や数を用いて記述すること
【４(３)】 （次頁参照）

【中学校数学】
○問題場面における考察の対象を明確に捉え、正の数と負の数の加法の計算をすること 【６(１)】
（次頁参照）
●事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明すること 【８(２)】 （次頁参照）
●連続する二つの偶数を、文字を用いた式で表すこと 【１】

※全国の領域別平均正答率（％）を５０として敦賀市の値を算出

学習指導要領の領域 敦賀市 全国

数と計算 55.3 50

図形 54.2 50

変化と関係 53.6 50

データの活用 52.6 50

学習指導要領の領域 敦賀市 全国

数と式 52.3 50

図形 48.1 50

関数 49.0 50

データの活用 49.1 50

数と式

図形

関数

データの活用

敦賀市 全国



小学校 中学校

１８Ｌの灯油を使いきるまでの「強」の場合と「弱」の場合のストーブの使
用時間の違いがおよそ何時間になるかを求める方法を、式やグラフを
用いて説明する

●事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明すること 【８(２)】

小学校 中学校

○円グラフの特徴を理解し、割合を読み取ること 【５（１)】 ○問題場面における考察の対象を明確に捉え、正の数と負の数の加法の
計算をすること 【６(１)】

円グラフから、２０２３年の桜の開花日について、４月の割合を
読み取って書く

【正答】１６

数と計算（式）分野の平均正答率の割合は、小学校で全国比＋７．０％、中学校で同比＋２．３％でした。このことから、基
礎的・基本的な計算は身についていると考えられます。
一方、図形分野においては、「図形の移動の性質を見いだすこと」や「筋道を立てて考え、証明すること」に課題が見られ
ます。
今後は、デジタル教材を効果的に活用することで、問題文と図形の対応について検討し、理解を深める学習活動をさらに
充実させていきます。

正答率 86.2 %

●道のりが等しい場合の速さについて、時間を基に判断し、その
理由を言葉や数を用いて記述すること 【４(３)】

家から学校までの道のりが等しく、かかった時間が異な
る二人の速さについて、どちらが速いかを判断し、その
わけを書く

【正答例】（番号）１
（わけ）かなたさんの家から学校までの道のりは、900＋300＝1200
で、1200ｍです。かなたさんとほのかさんが歩いた道のりは、1200
ｍで同じです。かかった時間は、かなたさんの方が短いです。道の
りが同じとき、時間が短いほど速さが速いので、かなたさんの方が
速いです。

正三角形の各頂点に○を、各辺に□をかいた図において、○
に３、－５を入れるとき、その和である□に入る整数を求める

【正答】－２

【解答のポイント】
★具体的な数で計算することを通して、
与えられた問題場面における考察の
対象を捉える
３、６、－５のような具体的な整数を
正三角形の三つの○に一つずつ
入れ、三つの□に入る整数をそれ
ぞれ求める

正答率 89.1 %

【正答例】
（アを選択した場合）

・ 「強」の場合の式と「弱」の場合の式について、それぞれの式にｙ＝０を代入し、
ｘの値の差を求める。

（イを選択した場合）

・ 「強」の場合のグラフと「弱」の場合のグラフについて、ｙの値が０のときの
ｘの値の差を求める。

【解答のポイント】
★円グラフの一目盛りの大きさを
正しく捉え、目盛りを数えたり
読んだりして、「4月」の割合を
求める

正答率 38.2 %
正答率 18.8 %

１を選んだ人：
約３０％が「2人の歩いた道のりが等しいこと」のみを回答

アを選んだ人：約１０％が無回答
イを選んだ人：約１０％が「グラフを用いること」のみを回答

使用時間の違い＝Ｘの値の差

【解答のポイント】
★２人のかかった時間にも着目する
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〈前の学年までに受けた授業では、課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から取り組んでいましたか〉
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〈地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか>
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夢や目標

質問紙調査の結果
※１ 各グラフの値は、肯定的な回答の割合を表しています

自他を思いやる学級づくり

授業においての主体的な学び

学習習慣

ウェルビーイング※２

敦賀市の子どもたちは、他者に対する思いやりや地域・社会に貢献したいという気持ちが十分に育っていることが
うかがえます。
また、「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思うか」という質問に対して、肯定的な回答をしている割合は、
小学校９２．０％（全国比＋２．１％）、中学校９５．６％（同比＋５．２％）、「困りごとや不安がある時に、先生や学校にい
る大人にいつでも相談できるか」という質問についても全国平均より高いことから、学校に対する安心感が「学校に行く
ことが楽しい」という気持ちにつながっていると考えられます。
変化の激しい社会を生きていく上で、他者と関わりながら幸福を実感できる人生を歩んでいけるよう、今後も家庭・学
校・地域が一体となって見守り、支えていきます。

〈学校の授業時間以外に、普段（月～金）１時間以上勉強している〉

※２ ウェルビーイング・・・
身体的、精神的、社会的に良好な状態にあることを意味し、
直訳すると「幸福」「健康」という意味があります

〈将来の夢や目標を持っていますか〉 〈学校に行くのは楽しいと思いますか〉

〈前の学年までに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT機器を、
週に3回以上使用しましたか〉

地域や社会との関わり

〈あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級活動で話し合い、
互いの意見のよさを生かして解決方法を決めていますか〉

徳

「授業時間以外に1時間以上学習している」と回答した割合
は、小学校３７．１％（全国比－１７．５％）とかなり低いことが
分かりました。
一方で、ICTの活用を通して、「分からないことがあった時に、

すぐ調べることができる」「画像や動画、音声等を活用すること
で、学習内容がよく分かる」 「楽しみながら学習を進めること
ができる」と肯定的な回答した割合は、小中学校ともに９０％
以上を占めています。
今後は、家庭での学習習慣が身につくよう、タブレット端末を
活用した課題を出したり、児童生徒の主体的な学びにつなが
る内容に取り組ませたりする等の工夫をしていきます。
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質問紙調査の結果

生活習慣はすべての土台であり、心身の健康を支えるものです。敦賀の子どもたちの基本的生活習慣
は、以前から高い水準にあり、ご家庭の支えにより、その水準をほぼ保っています。
しかし、経年変化で見ると、「朝食をとること」「同じくらいの時刻に寝ること」の回答割合が年々減少傾向
にあります。これらは、ゲームやSNS・動画視聴などの使用時間が影響している可能性も考えられます。
今後も、健やかな体の育成を目指すために、学校では「生活のリズムを整えること」「ネットルールの約束
をお家の方と一緒に考え、守ること」等を引き続き指導していきます。ご家庭でもご協力をお願いいたしま
す。

生活習慣【小学校】

生活習慣【中学校】
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94.4 93.9

93.7

94.2 

94.5 94.5

93

R3 R4 R5 R6

92.8 

91.9 91.2 91.2

94.5 

93.3 
93.0

89.4

R3 R4 R5 R6

〈毎日朝食を食べている〉

〈毎日朝食を食べている〉

〈毎日同じくらいの時刻に寝ている〉

〈毎日同じくらいの時刻に寝ている〉〈毎日同じくらいの時刻に起きている〉

〈毎日同じくらいの時刻に起きている〉

〈普段（月～金）、テレビゲーム（コンピュータ
ゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマート
フォンを使ったゲームも含む）の使用時間が
１日当たり１時間以下である〉

【ゲーム】 【SNS ・ 動画視聴】 【家の人との約束】
<普段（月～金）、携帯電話やスマートフォンで

SNSや動画視聴など（学習する時間やゲーム
をする時間は除く）の使用時間が１日当たり
１時間以下である〉

<携帯電話・スマートフォンやコンピュータの
使い方について、家の人と約束したことを
守っている>

※「令和６年度全国学力・学習状況調査の調査問題」（国立教育政策研究所）
（https://www.nier.go.jp/24chousa/24chousa.htm）を加工して作成


